
感 想

ホットニュース☆　国際共同制作も相次いでスタート！

「ねこはしる」ロシア語上演決定！

Asibina の代表作「ねこはしる」が、2008 年 10月ロシア国立ロストフ青少年劇場で、西田豊子の演出により上演されます。

来夏稽古、初演はロシア国内でも最も伝統あるロストフ国際児童青少年演劇祭。2002 年オーストラリア、2006 年韓国に

ついでの翻訳上演です。本番には観劇ツアーの声もちらほら？

日本・韓国・英国で三国共同制作！

2008 ～ 2009 年にわたり、日・韓・英からそれぞれの劇作家・演出家プロデューサー・俳優が参加し、児童青少年演劇

の学術的シンポジウムやワークショップなどを重ねながら作品を創作。2009 年夏沖縄のキジムナーフェスタで初演後、

韓国とイギリスを巡演の予定。12 月ソウルでの会議で企画を検討。

Asibina☆瓦版
キラリ
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お久しぶりの瓦版発行。
乳幼児向け新作「あのね」や「“それ行け思春期” フォーラムシアター」と、
お届けしたい情報が満載です！
他にも、ご好評いただいているワークショップのあれこれなど・・・
ぜひご一読くださ～い！！
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↑メールアドレス・ホームページアドレスが変更しました！

フォーラムシアター “それ行け思春期！” はまだ手探り＆模索中の試みです。

きっかけは昨年、豊島区生涯学習担当の方から

「演劇を使って、思春期の親のための、楽しくて役に立つ講座できません？」

とご相談頂いたことでした。

そこで「エピソードドラマ＋ディスカッション＋やり直しドラマ」の方式を思いつき、

若い俳優たちや表現教育関係のお仲間に力を借り、一風変わった講座が実現しました。

今回は「あれ面白いからやりましょう！」と若い俳優や制作者たちが言い出し、

相次ぐ思春期の青少年による衝撃的事件にも背中を押され、ドキドキの初公開という次第です。

ともすれば「難しい・わからない・怖い・不安・・・」と敬遠され抑圧されがちな思春期。

「演劇＋話し合い」の試みが「思春期理解」「思春期の親子支援」への小さな一歩となることを願っています。

“それ行け思春期！”　９月２０日、フォーラム・シアターが初演をむかえました！

今後の発展型に期待します。観客と一緒に

創っていけるドラマですね。

親と子の狭い関係では、うまくお互いに伝えきれない想いばかりが残るので、

このように客観的に現実の問題に向き合うことができるのは有難いです。

ドラマを観ることで身近に例題を実感でき、

それに対しての、参加者のドラマの分析や

実体験から出てくる言葉が、そのまま心に

響きました。

W. シェイクスピア作
「ロミオとジュリエット」より

もしも、若い 2人が、
あなたの元に結婚の相談に来たら？！

「思春期をフォーラムシアターで考えあう」とは、何てステキなことだったでしょう。演劇の魅力はもちろんですが、

私は会場にいる人を巻き込み一丸となって 創りあう西田さん・俳優の方々の目の前のその姿に胸打たれました。

エピソードドラマ「初めての外泊」

初めての外泊から戻った高校生の娘と、
一睡もせず待った父・・・！！


